
薬物乱用の状況

世界の状況 出典：world drug report 2009
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我が国の薬物犯罪対策

＜薬物乱用を許さない厳しい政策を継続して実施＞＜薬物乱用を許さない厳しい政策を継続して実施＞

各種取締の徹底供給阻止＜対策＞

需要削減 各種広報啓発

学校、地域
官民一体となった、地域に
根ざした啓発活動の推進

①覚せい剤等撲滅啓発等委託費
・薬物乱用防止キャラバンカー
・対話集会 ・指導員養成研修

青少年に対する教育・啓発
③薬物乱用防止普及啓発
推進事業費

対話集会 指導員養成研修

青 少 年

②

青少年に対する教育 啓発
の充実

推進事業費
・啓発読本の配布等

（特に青少年期は好奇心
などから、きっかけをつか
みやすい時期）

全国的な国民運動の展開 ②覚せい剤防止特別対策費
・街頭キャンペーン
・地区大会

広 域
不正薬物はインターネットや
携帯電話を介して全国に拡散

再乱用防止活動の推進 ④ 再乱用防止対策事業費
・中毒者相談員らによる電話

薬物依存症者等
（一度依存性のある薬物を

・中毒者相談員らによる電話
相談等

乱用すると抜け出すことは
困難）
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事業概要等

１ 事業概要

① 覚せい剤等撲滅啓発等委託費

○麻薬 覚 剤等 薬物乱用 よる危害を広く国民 周知さ 国民 人

１ 事業概要

○麻薬・覚せい剤等の薬物乱用による危害を広く国民に周知させ、国民一人
一人の認識を高めることにより、麻薬・覚せい剤等の薬物乱用の根絶を図る。

１．薬物乱用防止キャラバンカーを活用した広報事業

薬物乱用防止キャラバンカーを要請のあった学校等へ麻薬取締官ＯＢなど専門の指導員とともに派
遣し、薬物乱用防止に関する正しい知識の普及を図る。遣し、薬物乱用防止に関する正しい知識の普及を図る。
（８台中、５台を当委託事業で運行し、残り３台は（独）福祉医療機構からの助成金で運行している）

２．青少年薬物乱用防止啓発事業

地域に根ざした啓発活動を推進するため、地域住民が参加し、薬物問題をより身近に感じることが
できる小規模な対話集会を開催する。

３．薬物乱用防止中堅指導員養成事業

薬物乱用防止教室の講師等を行える中堅的な指導員を養成するための効果的な研修を開催す
る。る。

○すべての中学校・高等学校において、少なくとも年１回の薬物乱用防止教室を開催するよう指導すること。その際、警察職員、麻
薬取締官ＯＢ、学校薬剤師等の協力を得つつ、その指導の一層の充実を図る。
○研修会の開催、各種啓発資材の活用による薬物乱用防止指導員の資質の向上を図る。
○低年齢層やその保護者世代を対象とした、地域における薬物乱用防止に関する対話集会を開催する。○低年齢層やその保護者世代を対象とした、地域における薬物乱用防止に関する対話集会を開催する。

○「薬物乱用防止キャラバンカー」やインターネットの有効的な活用により、薬物乱用の有害性・危険性についての正しい知識の普
及を図る。

［第三次薬物乱用防止五か年戦略より抜粋］ 3
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② 覚せい剤防止特別対策費

○薬物乱用防止に関する啓発運動を全国各地域にて開催するにあたり、必
要なポスター、パンフレット等の啓発資材を作成して配布する。

「ダメ。ゼッタイ。」普及運動
（６月２０日～７月１９日）

麻薬・覚せい剤乱用防止運動
（１０月１日～１１月３０日）

「ダメ。ゼッタイ。」普及運動
ポスタ

麻薬・覚せい剤乱用防止
運動ポスタ

麻薬・覚せい剤乱用防止運動地区
大会
（全国６地区の都市において開催

が

「ダメ。ゼッタイ。」普及運動街頭
キャンペーン
（全国約５１０カ所にて実施し、ポスター 運動ポスター 約３，５５０人が参加）
（全国約５１０カ所にて実施し、

約２７，４００人が参加）

○労働関係機関・青少年労働関係団体等における有職・無職少年を対象とした啓発の充実を図る。
○地域ボランティア等との連携強化及び啓発資材の提供等の支援を行う。

○「薬物乱用防止のための指導方針に関する宣言」（国連薬物乱用防止根絶宣言）支援事業として行われる「「ダメ。ゼッタイ。」普
及運動」（６月２０日～７月１９日）を始め、～（省略）～ 等において、青少年及び青少年育成関係者に対し、薬物乱用の有害性・危
険性や薬物乱用防止のための指導方法等についての広報啓発活動を一層積極的に展開する。

［第三次薬物乱用防止五か年戦略より抜粋］［第三次薬物乱用防止五か年戦略より抜粋］
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③ 薬物乱用防止普及啓発推進事業費

○ 成長段階にあわせた薬物乱用防止啓発読本を作成し、全国の小・中学
校、高等学校、勤労青少年関係団体等に提供することにより、青少年の薬物
乱用の拡大を阻止する。乱用の拡大を阻止する。

覚せい剤

薬
物
全
般

ＭＤＭＡ
大麻
違法ドラッグ

般

高校３年生

平成２１年度：１１１万部配布

有職・無職者少年

平成２１年度：３７万部配布

薬

中学１年生

平成２１年度：１２０万部配布

○児童生徒が薬物乱用の有害性・危険性について

正しい知識を習得するため、薬物乱用防止に関する児
童生徒用教材、教師用指導資料等を作成・配布する。

○労働関係機関・青少年労働関係団体等における有

薬
物
全
般

小学６年生の保護者

平成２１年度：１２０万部配布 ○労働関係機関・青少年労働関係団体等における有
職・無職少年を対象とした啓発の充実を図る。

○青少年の保護者向けの啓発読本の作成・配布と、家
庭における青少年に対する薬物乱用防止教育の充実
を図る。小学６年生の保護者

平成２１年度：１１７万部配布

を図る。
［第三次薬物乱用防止五か年戦略より抜粋］
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④ 再乱用防止対策事業費

○薬物依存症についての正しい知識や、自助活動、相談窓口、治
療・支援施設等の情報を網羅的に紹介したパンフレットを関係機関療 支援施設等の情報を網羅的に紹介したパンフレットを関係機関
に配布することにより、薬物依存症者らを社会全体で受け入れ、支
えることができる環境を作り上げる。

○「ご家族の薬物問題でお困りの方へ」（家族読本） ○ 「薬物問題相談員マニュアル」

配布実績配布実績
平成１９年度：４万部
平成２０年度：５万部
平成２１年度：２万部

配布実績
平成１９年度：２万部

○薬物問題に悩む家族が早期に相談が出来るようにするための相談窓口の周知・利用促進を図るとともに、
相談対応における関係機関の連携を強化する相談対応における関係機関の連携を強化する

○児童自立支援施設において、薬物乱用歴がある児童に対し、薬物再乱用防止の教育を引き続き実施する
【第三次薬物乱用防止五か年戦略より抜粋】
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○ 行政事業 ビ

２ 現状

① 覚せい剤等撲滅啓発等委託費

○ 行政事業レビュー

＜委託先＞
再委託先２１百万円

【平成21年度】

【平成２１年度麻薬等対策推進費（広報経費）予算額 １７０百万円】

（財）麻薬・覚せい剤乱用防
止センタ－

日本総合サービス（株）

＜委託先＞
＜再委託先＞８６百万円

２１百万円

企画競争
（22年度から総合
評価落札方式）

企画競争
（22年度から総合
評価落札方式）

厚生労働省

・対話集会の開催

・運転業務
・広報、予約受付、日程調整等

対話集会の開催

・指導員養成研修の開催

② 覚せい剤防止特別対策費

「ダメ。ゼッタイ。」 麻薬・覚せい剤乱

（単位：百万円）

経費内訳 普及運動用啓発
資材

用防止運動用啓
発資材

合 計

印刷製本費 ２ ２ ５印刷製本費

ポスター購入費 １ １ ３

発送費 １ １ １

コンテンツ作成費 １ － １

合 計 ５ ３ １０ 8



③ 薬物乱用防止普及啓発推進事業費
【平成21年度】

（単位：百万円）

経費内訳 全小学６年生の
保護者及び有職
無職の青少年用

全中学１年生用 全高校３年生用 合 計

印刷製本費 １１ ９ ５ ２５

発送費 ４ ４ ３ １１発送費 ４ ４ ３ １１

コンテンツ作成 １ １ １ ２

合 計 １６ １３ ９ ３８合 計 １６ １３ ９ ３８

④ 再乱用防止対策事業費 （単位 百 円）④ 再乱用防止対策事業費

家族読本 相談員マニュアル

合 計

（単位：百万円）

合 計
印刷製本費 発送費

コンテンツ
作成費

印刷製本費 発送費

平成１９年度 ４ １ １ ２ ０．１ ８

平成２０年度 ２ １ ― ― ― ３

平成２１年度 ２ ０．４ ― ― ― ３

合 計 ９ ２ １ ２ ０．１ １４
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○ 省内事業仕分け

キ バ カ 見学者数 対話集会参加人数 指導員研修事業参加人数

① 覚せい剤等撲滅啓発等委託費

キャラバンカー見学者数 対話集会参加人数 指導員研修事業参加人数

1,400
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113,146120,000
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② 覚せい剤防止特別対策費
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【平成21年度】

「ダメ。ゼッタイ。」普及運動用啓発資材
（国民全般向け）

リーフレット１４１万部、ポスター１３万部、
趣意書９万部

② 覚せい剤防止特別対策費

（国民全般向け） 趣意書９万部

麻薬・覚せい剤乱用防止運動用啓発資材 パンフレット（体験談編）１３万部、パンフ
（国民全般向け）

パンフレット（体験談編）１３万部、パンフ
レット２３万部、ポスター６万部
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③ 薬物乱用防止普及啓発推進事業費
【平成21年度】

対象
全小学校
６年生の

全中学
１年生

全高校
３年生

有職・無職
の青少年

保護者

配布数 １１７万部 １２０万部 １１１万部 ３７万部

配布時期 ２月 １月 ２月 ２月

主な配布先 都道府県・市区町村
教育委員会、都道府

中学校、政令指定都
市教育委員会、県教

高等学校、政令指定
都市教育委員会、県

勤労青少年関係団
体等、都道府県労働

県私立学校主管課、
東京都私立学校、国
立大学法人事務局

育委員会、県私学教
育課、国立大学法人
事務局

教育委員会、県私学
教育課、国立大学法
人事務局

局、都道府県薬務主
管課

④ 再乱用防止対策事業費④ 再乱用防止対策事業費

家族読本 相談員ﾏﾆｭｱﾙ 合 計

平成１９年度 ４万部 ２万部 ６万部

平成２０年度 ５万部 ― ５万部

平成２１年度 ２万部 ― ２万部

主な配布先
国立精神・神経センター、麻
薬取締部 保護観察所 ＤＡＲ

都道府県薬務主管課主な配布先
薬取締部、保護観察所、ＤＡＲ
Ｃ、全国薬物依存症家族連合
会、児童自立支援施設

都道府県薬務主管課
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